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平成２６年度 第１０回下野市教育委員会定例会会議録 

 

１ 日  時  平成２７年１月１５日（木）午後３時３０分から５時３０分 

２ 場  所  石橋庁舎 ２０１会議室 

３ 出席委員  委 員 長  永 山 伸 一 

          職務代理者  川 口 桂 子 

          委   員  前 原    久 

          委   員  三 橋 明 美 

          教 育 長  池 澤   勤 

４ 欠席委員  な し 

５ 出席職員  教育次長       野 澤   等 

教育総務課長     川 俣 廣 美 

学校教育課長       梅 山 孝 之 

生涯学習課長     若 林 宏 正 

文化課長       蓬 田  敏 

スポーツ振興課長   坪 山   仁 

学校教育課指導主事  塩 沢 建 樹 

教育総務課課長補佐  増 渕 晴 美 

        教育総務課主幹    古 橋 栄 一 

  ６ 欠席職員  な し 

７ 傍 聴 人  な し 

８ 報告事項  

    （１）平成２７年度教育委員会主要日程（案）について 

（２）下野市立小中学校の卒業式及び入学式について 

（３）大松山運動公園拡張整備基本設計（素案）について 

    （４）第９回下野市天平マラソン大会の結果報告について 

    （５）全国学力・学習状況調査の分析結果について 

９ その他 

    （１）公民館まつりの開催について 
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永山委員長 

 

 

 

 

 

 

 

池澤教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

永山委員長 

 

 

各課長 

 

 

永山委員長 

 

蓬田文化課長 

 

 

永山委員長 

蓬田文化課長 

 

あいさつ  

会議録署名委員の指名  永山委員長及び三橋委員 

前回会議録の承認について、事前に送付してある会議録の確認をお願いす

る。訂正等があれば発言を求める。（特になし） 

（全委員了承） 

会議録は確定とする。 

次に、教育長の報告を求める。 

 

・１２月１８日に教育委員会と PTA 連絡協議会との懇談会が開催された。 

「青尐年の情報モラル」について活発な意見交換を行った。 

 ・１２月１９日に生涯学習推進本部会議を開催した。「平成 27 年度生涯学

習推進実施計画」が承認され、今後、「生涯学習推進計画」の次期計画に

ついて諮問書作成を行う。 

 ・１２月２０日に下野市人権教育講演会が国分寺公民館において行われた。

「ネットいじめ・犯罪から子どもをどう守るか」と題し、全国 Web カウ

ンセリング協議会の安川雅史理事長の講話をいただいたが、例年より多

い１５０名を超える方が参加された。 

 ・１２月２６日～１月７日まで市内小中学校は冬季休業に入ったが、その

間、児童生徒に事故等はなかった。（石橋中学校で凍結による水漏れがあ

ったが１月５日に対応済み） 

 ・１月７日に教育委員会の次年度予算について市長ヒアリングを行った。 

 ・１２月１６日より下都賀地区教育長部会において人事異動の協議が進ん

でいるが、今後は週１回のペースで会議が予定されている。 

・１月１０日に新春賀詞交歓会、１１日に成人式、１３日に天平マラソ   

ン大会、１４日に下野市教職員全体研修会（研究発表会）が実施された。 

 

質疑等はあるか。（特になし） 

報告事項に入る旨を伝える。 

（１）平成２７年度教育委員会主要日程（案）について説明を求める。 

【説明要旨】 

平成２７年度教育委員会主要日程の一覧表（教育委員会５課分）に基づき、

各課長が年間スケジュールの概要説明を行う。 

質疑等はあるか。 

文化課の芸術鑑賞会（１０月１２日）について、実施校を再度確認したい。 

薬師寺小学校・吉田西小学校・吉田東小学校の３校が合同実施、石橋小学

校と細谷小学校が合同実施、古山小学校と石橋北小学校はそれぞれ実施する

予定である。 

他の小学校はどうなっているのか。 

小学校は隔年実施となっているので、昨年実施した国分寺小学校と国分寺

西小学校（合同）、国分寺東学校 緑小学校、祇園小学校は実施しない。 
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永山委員長 

 

川俣教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

永山委員長 

 

 

坪山ｽﾎﾟｰﾂ振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

永山委員長 

前原委員 

坪山ｽﾎﾟｰﾂ振興課長 

永山委員長 

坪山ｽﾎﾟｰﾂ振興課長 

 

 

永山委員長 

 

 

坪山ｽﾎﾟｰﾂ振興課長 

 

 

他に質疑等はあるか。（特になし） 

続いて（２）下野市立小中学校の卒業式及び入学式について説明を求める。 

【説明要旨】 

第８回の教育委員会において、平成２６年度卒業式及び平成２７年度入学

式の日時についてお知らせしたが、別紙のとおり、委員の皆さんにご出席い

ただく学校が決定したのでご確認いただきたい。以下、学校毎に開式時間と

出席者の割り当てについて説明を行う。 

卒業式：中学校３月１０日（火）、小学校３月１９日（木） 

入学式：中学校４月 ８日（水）、小学校４月 ９日（木） 

 質疑等はあるか。（特になし） 

続いて（３）大松山運動公園拡張整備基本設計（素案）について説明を求

める。 

【説明要旨】 

当該基本設計（素案）説明書に基づき、主にスポーツ活動拠点整備基本計

画からの変更点を中心に施設の概要説明を行う。 

 

＜主な変更点＞ 

○区域面積 1.52ha の増加（全体 14.2ha） 

⇒既存の石橋体育センター・スポーツ交流館・図書館等を都市公園と

して編入した。 

○事業費 634 百万の増額（総額 約 2,634 百万） 

  ⇒陸上競技場管理棟の２階観客スタンドに屋根を設置する。 

   既存の夜間照明４器の照度を 100 ㏓から 200 ㏓へ変更する。 

防災備蓄倉庫とサッカーの備品倉庫を兼ねたプレハブを設置する。 

陸上競技場と芝生スタンドの仕切りをネットフェンスから L 型擁壁

に変更する。（安全性の向上） 等 

 

質疑等はあるか。 

この基本設計（素案）は市議会への報告は行っているのか。 

素案については１２月の市議会において報告を行った。 

今後のタイムテーブルはどのようになっているのか。 

現在パブリックコメントの募集（１月１４日～２月１０日）を行っている

が、今後はその市民の意見を踏まえた修正等を行い、３月の議会で再度報告

を行う。最終的には３月末の庁議において決定をいただく。 

他に質疑等はあるか。（特になし） 

続いて（４）第９回下野市天平マラソン大会の結果報告について説明を求

める。 

【説明要旨】 

平成２７年１月１２日（月）に開催された天平マラソン大会について、下

野市在住者の成績（上位６位までの順位・タイム等）について報告を行う。 
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永山委員長 

 

 

 

 

 

 

 

梅山学校教育課長 

 

 

 

 

塩沢指導主事 

 

 

 

 

永山委員長 

川口委員 

 

 

 

 

塩沢指導主事 

 

 

 

永山委員長 

池澤教育長 

 

 

 

 

川口委員 

 

当日は 1,742 名が参加したが、風邪の流行等もあり 300 名近くの欠席があ

った。大会当日は好天に恵まれ絶好のマラソン日和であった。 

今年は、７６歳の最高齢ランナー及び全盲ランナー（伴走者付き）が完走

されたので、お二人には特別賞を授与した。 

 質疑等はあるか。（特になし） 

 

ここで会議開始より６０分が経過したので暫時休憩とし、開始を４時４０

分とする。 

 

議事再開の旨を伝える。 

 

続いて（５）全国学力・学習状況調査の分析結果について説明を求める。 

【説明要旨】 

平成２６年度全国学力・学習状況調査については１０月１６日の第７回教

育委員会定例会において結果速報という形で報告を行った。今回、その分析

結果がまとまったので改めてご報告を行うものである。内容の詳細について

は、塩沢指導主事よりご説明させていただく。 

『平成２６年度全国学力・学習状況調査分析結果』の冊子に基づき、①下

野市全体の傾向 ②国語、算数・数学の分析結果 ③学習状況の分析結果 ④

学校質問紙の分析結果 について概要の説明を行う。 

分析結果について、ホームページ上にはどの範囲まで掲載するのかについ

てもご検討いただきたい。 

質疑等はあるか。 

 学校質問紙の分析結果のうち課題とされる面について、質問番号（４３）

は全国平均を下回っている。内容を見ると、「地域や社会で起こっている問題

や出来事を学習の題材として取り扱っているかどうか」の質問であるが、授

業参観等を見るかぎり、大抵の学校では十分な対応を行っていると思われる。

この結果をどのように考えたらよいのか。 

 これは学校に対する質問となっている。当市の場合、中学校は４校しかな

いので、２校が消極的な回答を行うと達成度は５０％という結果になってし

まう。学校からみると、積極的な観点から今以上に充実した内容にしたいと

いう想いが、数値的には裏目に出てしまった。 

 これは、調査の方法としては問題を含んでいると思う。 

学校質問紙は各校１部しか配付されないので、大抵の学校では校長が回答

している。私の感想だが、共同訪問等で見る限り、多くの教室には時事的な

教材やスクラップがたくさん貼ってあり、学年便りにもタイムリーな題材を

盛り込んで作成している。この５０％という数字には信憑性がないし、そう

いう意味では１００％という数字もあり得ないのではないか。 

 学力調査のように全体のデータから求めた数値と、このような一部のデー

タから得られた数値を並べて、ホームページ上に掲載すると誤解を生じかね
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永山委員長 

各委員 

永山委員長 

 

 

 

塩沢指導主事 

 

永山委員長 

 

池澤教育長 

 

 

永山委員長 

 

各委員 

 

 

 

永山委員長 

 

 

若林生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

永山委員長 

 

 

 

 

 

 

 

ないと思う。条件等のただし書きを付すなどの工夫が必要ではないか。 

質問紙の取扱いについて他の委員の意見はどうか。 

 掲載しない方がよいとの意見多数。 

 学力調査の「小学校国語Ａ（知識）」では、「故事成語の使い方」と「漢字

を書く」ことについての正解率が低かった。速報では「故事成語」が苦手な

理由として、日常生活で使用する機会が尐ないという分析であったが、漢字

についてはどのように捉えているのか。 

現場では、文章を書くといった「思考する分野」に重点を置くあまり、漢

字学習に必要な「反復学習」に対する指導が縮小していると考えている。 

これまでの調査結果や分析から、多くの弱点が見えてきたと思うので、現

場においていろいろ工夫を凝らしながら解消を図っていただきたい。 

次年度調査の前に、現場での指導成果を見極める意味で、同じ問題を前の

学年で試してみることも一案かと思う。しっかりとした検証作業を行うこと

が重要である。 

それでは、全国学力・学習状況調査の公表範囲（ホームページ）について

最終確認する。 

教育委員としての総意は以下のとおり。 

１．数値の発表等、序列につながることは慎むべきであるとの認識のもと、

昨年同様の基準で公表を行う。 

２．「学校質問紙」は誤解を生じる恐れがあることから公表から削除する。 

他に質疑等はあるか。（特になし） 

次にその他に移ることを告げる。 

（１）公民館まつりの開催について説明を求める。 

【説明要旨】 

公民館で活動している各種講座・自主サークルの発表の場として、公民館

まつりが市内４公民館で順次開催される旨の報告。 

開催日は以下のとおり。 

国分寺公民館まつり：１月３０日～２月１日 

南河内公民館まつり：２月７日～８日 

石橋公民館まつり：２月１４日～１５日 

南河内東公民館まつり：２月２１日～２２日 

質疑等はあるか。（特になし） 

 

次回の教育委員会は２月１９日（木）の午後１時３０分の予定とする。 

本日の議事日程は全て終了した旨を告げ、午後５時３０分閉会。 

 

 


